
測 量 者

工事番号

路川名

工事箇所

図 名

測 量 年 月 日 枚 数

縮 尺

図面番号

成

平

工事設計図

1

1：200

（ 都 市 公 園 ） 岩 殿 山 公 園 災 害

大月市 賑岡町 強瀬地内

1号箇所法面工一般図
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L23 杭種：木杭

T3 杭種：プラスチック杭
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Co基礎下
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H=415.002m
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415
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（416.43）

A

11526377

平面図 S=1:200

法枠工展開図 S=1:200

法枠+ロックボルト範囲

地層名

崩落土

表土(Ts)

安山岩質凝灰岩

設計N値 湿潤重量 粘着力C せん断抵抗角

γt(kN/m3) (kN/m2) φ(度)

- 16.0 4.29 20.0

- 16.0 9.30 20.0

50 20.0 9.30 40.0

土質条件表

周面摩擦抵抗

0.003

0.003

0.36

(N/mm2)

飽和重量

γsat(kN/m3)

17.0

17.0

21.0

(砂礫)

Tf-w2(不動層)

1:
1.
2

想
定
切
土
安
定
勾
配

鉄筋挿入工 D19、L=2500

削孔径φ90mm(二重管)

注1)地山の安定勾配を1:1.2と定め、それより前面はすべるもとし、それより背面は不動層とした。
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植生マット、丸太柵設置範囲

11998

12611
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13633

14161

植生マット工展開図 S=1:200
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丸太柵工

鉄筋挿入工 D19、L=2500

削孔径φ90mm(二重管)
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1500

(全体当り)法面工 数量表

F300-1500×1500

空m3

本

m2吹付枠 105.5

14

160.5

鉄筋挿入

足場工

名 称 規格・寸法 単位 数 量 摘 要

SD345、D19、L=2.5m

植生マット m2 225.1

挿入長2.1m以上

単管足場

肥料袋付、環境型

丸太柵 m 65.5杭木、横木

モノレール m -積載能力1t

安山岩質凝灰岩
50 20.0 9.30 40.0 0.3621.0

(砂礫)

(極風化岩Tf-w3)

(強風化岩Tf-w2)
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1

図示

（ 都 市 公 園 ） 岩 殿 山 公 園 災 害

大月市 賑岡町 強瀬地内

1号箇所吹付枠工構造図

2 ／ 4

(F300×300-1500×1500)

吹付枠工構造図

ユニット式フリーフォーム標準図

吹付枠標準側面図

主アンカー

D19 L=800
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ラス網
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吹付枠標準図 S=1:20

鉄筋 D13

鉄筋 D13

菱形金網

(φ2mm14#×50mm)

枠内 植生基材吹付

(t=5cm)

D19 L=800

主アンカー

D13 L=500

補助アンカー

Ａ Ａ

S=1:10Ａ－Ａ断面

鉄筋 D13吹付モルタル

3
0
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1
7
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6
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6517065

S=1:10

(薄肉管)

VU-100

鉄筋挿入工 D19 L=2500

(薄肉管)

VU-100

鉄筋挿入工 D19 L=2500

2100

鉄筋挿入工 D19 L=2500

(薄肉管)

VU-100

水抜パイプ

VP-50 L=300mm

水抜パイプ

VP-50 L=300mm

(300×300断面用型枠:FP300)

300

190

7
5

1
7
8

5
2

30 30

クリンプ金網(亜鉛メッキ鉄線φ2.6)

フープタイ(亜鉛メッキ鉄線φ4.0)

地
山
の
勾
配

縦枠長=31.800
1.5

横枠長=1.200

注1)設計基準強度は18N/mm2以上とする。

注3)型枠は両面で一組として計上した。

注2)枠の交点での鉄筋の継手は避けること。

31.800-0.3

1.5

31.800-0.3

1.5
554.4 m

計 算 式 等

699.6 m
31.800-0.3

吹付枠工(F300×300-1500×1500)

種 別 規 格

1011.2m2 (21枠×21枠)当り

数 量

×( +1 )=

× (( )× ( +1 ））=

300×300断面用型枠吹付枠長(型枠) L=699.6+554.4 1254.0 m

W=((31.8-0.13)×22+(31.8-0.13)×22)×4×0.995D13 (SD345)鉄筋 kg5546

A=1011.2-1254.0×0.30 m635.0枠内植生基材吹付 t=5cm 2

(φ2mm14#×50mm)法面清掃、菱形金網 A=31.8×31.8 m1011.2
2

主アンカー D19×800 N=22×22

D13×500補助アンカー N=21×22×3

本484

本1386

A=((31.8+31.8)×2+699.6+554.4+(1.2+1.2)×2×21×21)×0.3表面コテ仕上げ m1049.4
2

VP-50 L=300水抜きパイプ 本441N=21×21

水切コンクリート m 3-

ロックボルト箱抜 VU-100､L=300 N=22×22 本-

V=1254.0×0.30×0.30吹付モルタル吹付材 m112.9
3
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1

1：2

（ 都 市 公 園 ） 岩 殿 山 公 園 災 害

大月市 賑岡町 強瀬地内

1号箇所鉄筋挿入工構造図

3 ／ 4

φ
9
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防錆材

ｸﾞﾗｳﾄ

1.先端ｷｬｯﾌﾟ

１．先端キャップ

4.ﾍﾞﾙｼｰｽ

ＡＳ３４５ボルト（Ｄ１９ＮＴ）標準施工図（１：２）

ＡＳ３４５ボルト（Ｄ１９ＮＴ）部品（１：２）

２．ASコマナット D19N ３．K-1スペーサー D19-65（電気メッキ）

6.ﾍﾞﾙﾜｯｼｬｰ

2.ASｺﾏﾅｯﾄ

3.K-1ｽﾍﾟｰｻｰ

AS345ﾎﾞﾙﾄ D19NT
7.ﾍﾞﾙｷｬｯﾌﾟBC

５．メッキ付角座金
６．ベルワッシャ－ ７．ベルキャップBC

４．ベルシ－ス

65 65

※現場取付

L=2500

吹付枠工 F300頭部余長100

φ
4
5

1
5
0
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φ
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φ4525

φ
7
4
.
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※ベルコート360ｇ入り

Oﾘﾝｸﾞ
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φ
1
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0
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φ
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φ
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単位

AS345ボルト

種 別

個

ｍ

仕 様

数量表 (1本当り)

備 考数量

先端キャップ

ASコマナット

K-1スペーサー

ベルシース

メッキ付角座金

ベルワッシャー

ベルキャップBC

D19NT

D19

D19N

D19-65

φ74.5×25

150×150×9（φ45）

φ100×150

φ45×200

個

個

個

枚

個

個 ベルコート360ｇ入り

1

1

1

1

1

溶融亜鉛めっき HDZ 55

電気めっき

1

D19

φ
65

127

SUS M8

5.ﾒｯｷ付角座金

（溶融亜鉛めっき HDZ 55）

（溶融亜鉛めっき HDZ 55）

D19、L=2.5m(削孔径90mm、二重管)

S=1:2鉄筋挿入工構造図(参考図)

2箇所とする。

2.5

2

（参考図）
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1

1：20

（ 都 市 公 園 ） 岩 殿 山 公 園 災 害

大月市 賑岡町 強瀬地内

1号箇所丸太柵工詳細図

4 ／ 4

丸太柵工詳細図

66 7 6 6 7 6 6 7

2 0 0 0

鉄線＃14

横 木

長さ 2.0m

末 口径 6～ 1 4 c m

杭 木

長さ 1.0m

末口径 8～12cm

(10m当り)丸太柵工 数量表

長さ1.0m 末口径8～12cm

kg

本

本杭木

#14 径2mm

15.0

15.0

1.0

横木

なまし鉄線

名 称 規格・寸法 単位 数 量 摘 要

長さ2.0m 末口径6～14cm

結束用

a

現
況
平
均
勾
配
N =
1 ：
1 .
4

a / 2

植
生
マ
ッ
ト
L =
3 0
0 0

植
生
マ
ッ
ト
L =
3 0
0 0

植
生
マ
ッ
ト
L =
3 0
0 0

3 0
0 0

3 0
0 0

3 0
0 0

丸
太
柵
工
＠
3 0
0 0

垂線

直角線

植生マット m2 30.0

2 0 0 0

丸太柵工

2 0 0 0

肥料袋付 環境型

S=1:20
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1

1：200

（ 都 市 公 園 ） 岩 殿 山 公 園 災 害

大月市 賑岡町 強瀬地内

2号箇所法面工一般図(1)

1 ／ 7

標準断面図(B-B)

2号箇所 法面工一般図(1)

S=1:200

平面図 S=1:200
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基
礎
下

L23-1

435.55

433.86

436.41 434.51

433.11

432.59

434.55

436.157

435.76

434.99

436.06

432.66

429.06 429.76

427.73

426.91

425.94

425.69

424.92

423.94

426.55

427.57

H=415.002m

AN
O.
0+
6.
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3

42
1.
79
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G30

G20

415

420

42
0

425

430

430

435

435

（
41
6.
43
）

B
B

A

法枠工+鉄筋挿入工範囲(下部斜面)

DL=405.000

Tf-w2(不動層)

※地層線は想定です。

70
18

4191 3199

地層名

崩落土

表土(Ts)

安山岩質凝灰岩

(極風化岩Tf-w3)

設計N値 湿潤重量 粘着力C せん断抵抗角

γt(kN/m3) (kN/m2) φ(度)

- 16.0 6.25 20.0

- 16.0 6.25 20.0

50 20.0 9.30 40.0

土質条件表

周面摩擦抵抗

0.005

0.005

0.36

(N/mm2)

飽和重量

γsat(kN/m3)

17.0

17.0

21.0

(砂礫)

安山岩質凝灰岩

(強風化岩Tf-w2)

50 20.0 9.30 40.0 0.3621.0

(砂礫)

注1)地山の安定勾配を1:1.2と定め、それより前面はすべるもとし、それより背面は不動層とした。

1:
1.
2

想
定
切
土
安
定
勾
配

1:
1.
2

想
定
切
土
安
定
勾
配

法枠工F300-1500×1500

枠内植生基材吹付t=5cm

鉄筋挿入工 D19、L=3500

削孔径φ90mm(二重管)

Tf-w3(不動層)

2092(2000)

1:
0.
5

837(800)

3
8
9
5

1009

5
3
4
0

1009

716

3475

424.830

421.620

Ts Tf-w3 Tf-w2

Ts

※ ボーリング調査を実施していないため、表土(Ts)厚を安全側に厚く設定する。

また、極風化岩(Tf-w3)厚は、法面下方ボーリングデータ層厚(3ｍ程度）を安全側に厚く設定する。

Tf-w2(不動層)

既
設
擁
壁

新
設
擁
壁

新
設
擁
壁

既設擁壁

4
0
0
0

1
0
0
0

5
0
0
0

1:
1.
40

1:
1.
40

Ts

Tf-w3

Tf-w21:
1.
20

1:
1.
20

想定地層線勾配変化点

43
55

NDM-φ200 L=22.7m

PU1-B240-H240

PU1-B240-H240

法枠工+鉄筋挿入工範囲(上部斜面)

428.270

L=36.2m

(ねじ込み式ダブルプレスト管)

(全体当り)法面工 数量表

F300-1500×1500 m2吹付枠(上部斜面) 137.5

名 称 規格・寸法 単位 数 量 摘 要

F300-1500×1500 m2吹付枠(下部斜面) 150.6

本 44鉄筋挿入(上部斜面) SD345、D19、L=3.0m 挿入長2.6m以上

空m3 366.4足場工(上部斜面) 単管足場

練積、控35cm m2Coブロック積 34.0 左右

U型側溝 m 36.2PU1-B240×H240

地下排水 m 22.7NDM-φ200

モノレール m -積載能力1t

法枠工F300-1500×1500

枠内植生基材吹付t=5cm

鉄筋挿入工 D19、L=3000

削孔径φ90mm(二重管)

本復旧(大月市)範囲

NEXCO範囲or現状のまま復旧無し

本復旧(大月市)範囲

NEXCO範囲or現状のまま復旧無し

法勾配1:1.2の境

400

395

390

405

410

385

380

375

390

395

400

405

385

380

375

公園区域境

公
園
区
域
境

空m3 361.7足場工(下部斜面) 単管足場

本 34鉄筋挿入(下部斜面) SD345、D19、L=3.5m 挿入長3.1m以上

右側Coブロック積工

左側
Coブ
ロッ
ク積
工
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測 量 年 月 日 枚 数

縮 尺

図面番号

成

平

工事設計図

1

1：200

（ 都 市 公 園 ） 岩 殿 山 公 園 災 害

大月市 賑岡町 強瀬地内

2号箇所法面工一般図(2)

2 ／ 7

S=1:200法枠工展開図(鉄筋挿入あり)
2
2
2
5

2
2
2
5

5100
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5908

5555
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S=1:200法枠工展開図(鉄筋挿入なし)
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注1)鉄筋挿入工は各斜面に2段配置とする。

注2)上図の鉄筋挿入工は数量を算出用の参考であるため、実際は現場合せを基本とする。

鉄筋挿入工 D19、L=3500

削孔径φ90mm(二重管)

428.270

B-
B

注3)表示している標高は目安値で、標高が無い箇所については現場あわせとする。

2号箇所 法面工一般図(2)

S=1:200法枠工展開図(鉄筋挿入あり)

(上部斜面)

(下部斜面)

(下部斜面)
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注1)鉄筋挿入工は各斜面に2段配置とする。

注2)上図の鉄筋挿入工は数量を算出用の参考であるため、実際は現場合せを基本とする。

注3)表示している標高は目安値で、標高が無い箇所については現場あわせとする。
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測 量 者

工事番号

路川名

工事箇所

図 名

測 量 年 月 日 枚 数

縮 尺

図面番号

成

平

工事設計図

1

図示

（ 都 市 公 園 ） 岩 殿 山 公 園 災 害

大月市 賑岡町 強瀬地内

2号箇所吹付枠工構造図

3 ／ 7

（上部斜面）

(F300×300-1500×1500)

吹付枠工構造図(上部斜面)

ユニット式フリーフォーム標準図

吹付枠標準側面図
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枠内 植生基材吹付

(t=5cm)
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3
0
0

1
7
0

6
5

6
5

300

6517065

S=1:10

(薄肉管)
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鉄筋挿入工 D19 L=3000

(薄肉管)
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鉄筋挿入工 D19 L=3000
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鉄筋挿入工 D19 L=3000

(薄肉管)
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クリンプ金網(亜鉛メッキ鉄線φ2.6)

フープタイ(亜鉛メッキ鉄線φ4.0)
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縦枠長=31.800
1.5

横枠長=1.200

注1)設計基準強度は18N/mm2以上とする。

注3)型枠は両面で一組として計上した。

注2)枠の交点での鉄筋の継手は避けること。

31.800-0.3

1.5

31.800-0.3

1.5
554.4 m

計 算 式 等

699.6 m
31.800-0.3

吹付枠工(F300×300-1500×1500)

種 別 規 格

1011.2m2 (21枠×21枠)当り

数 量

×( +1 )=

× (( )× ( +1 ））=

300×300断面用型枠吹付枠長(型枠) L=699.6+554.4 1254.0 m

W=((31.8-0.13)×22+(31.8-0.13)×22)×4×0.995D13 (SD345)鉄筋 kg5546

A=1011.2-1254.0×0.30 m635.0枠内植生基材吹付 t=5cm 2

(φ2mm14#×50mm)法面清掃、菱形金網 A=31.8×31.8 m1011.2
2

主アンカー D19×800 N=22×22

D13×500補助アンカー N=21×22×3

本484

本1386

A=((31.8+31.8)×2+699.6+554.4+(1.2+1.2)×2×21×21)×0.3表面コテ仕上げ m1049.4
2

VP-50 L=300水抜きパイプ 本441N=21×21

水切コンクリート m 3

ロックボルト箱抜 VU-100､L=300 N=22×22 本

V=1254.0×0.30×0.30吹付モルタル吹付材 m112.9
3

-

V=21×1.2×0.30×0.30/2最下段横枠のみ 1.1
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測 量 年 月 日 枚 数

縮 尺
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平

工事設計図
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図示

（ 都 市 公 園 ） 岩 殿 山 公 園 災 害

大月市 賑岡町 強瀬地内

2号箇所吹付枠工構造図

4 ／ 7

（下部斜面）

(F300×300-1500×1500)

吹付枠工構造図(下部斜面)

ユニット式フリーフォーム標準図

吹付枠標準側面図
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注1)設計基準強度は18N/mm2以上とする。

注3)型枠は両面で一組として計上した。

注2)枠の交点での鉄筋の継手は避けること。
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平

工事設計図

1

1：2

（ 都 市 公 園 ） 岩 殿 山 公 園 災 害

大月市 賑岡町 強瀬地内

2号箇所鉄筋挿入工構造図

5 ／ 7

（上部斜面）（参考図）
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防錆材

ｸﾞﾗｳﾄ

1.先端ｷｬｯﾌﾟ

１．先端キャップ

4.ﾍﾞﾙｼｰｽ

ＡＳ３４５ボルト（Ｄ１９ＮＴ）標準施工図（１：２）

ＡＳ３４５ボルト（Ｄ１９ＮＴ）部品（１：２）

２．ASコマナット D19N ３．K-1スペーサー D19-65（電気メッキ）
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※現場取付
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数量表 (1本当り)

備 考数量

先端キャップ

ASコマナット

K-1スペーサー

ベルシース

メッキ付角座金

ベルワッシャー

ベルキャップBC
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φ74.5×25
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SUS M8

5.ﾒｯｷ付角座金

（溶融亜鉛めっき HDZ 55）

（溶融亜鉛めっき HDZ 55）

上部斜面 D19、L=3.0m(削孔径90mm、二重管)

S=1:2鉄筋挿入工構造図(参考図)

2箇所とする。

3.0
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測 量 者
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路川名

工事箇所

図 名

測 量 年 月 日 枚 数

縮 尺

図面番号

成

平

工事設計図

1

1：2

（ 都 市 公 園 ） 岩 殿 山 公 園 災 害

大月市 賑岡町 強瀬地内

2号箇所鉄筋挿入工構造図

6 ／ 7

（下部斜面）（参考図）
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1.先端ｷｬｯﾌﾟ

１．先端キャップ

4.ﾍﾞﾙｼｰｽ

ＡＳ３４５ボルト（Ｄ１９ＮＴ）標準施工図（１：２）

ＡＳ３４５ボルト（Ｄ１９ＮＴ）部品（１：２）
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下部斜面 D19、L=3.5m(削孔径90mm、二重管)

S=1:2鉄筋挿入工構造図(参考図)

2箇所とする。

3.5
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測 量 者

工事番号

路川名

工事箇所

図 名

測 量 年 月 日 枚 数

縮 尺

図面番号

成

平

工事設計図

1

図示

（ 都 市 公 園 ） 岩 殿 山 公 園 災 害

大月市 賑岡町 強瀬地内

2号箇所ブロック積擁壁展開図

7 ／ 7

ブロック積擁壁展開図

ブロック積基礎工
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寸法表(ブロック積基礎工)

数量表(ブロック積基礎工)
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断 面 図 S=1:50 正面展開図
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注1)ブロック積の施工は現場合せを基本とする。

424.11

注2)表示している標高は平面図等から読み取った推定値である。
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注3)標高が表示されたいない箇所については、現場合せとする。

注4)床付け位置の地層が軟弱な場合には、別途置換え工を行なうなど対策を行なうこと。

天端コンクリート
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1:0.4
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測 量 者

工事番号

路川名

工事箇所

図 名

測 量 年 月 日 枚 数

縮 尺

図面番号

成

平

工事設計図

1

1：20

（ 都 市 公 園 ） 岩 殿 山 公 園 災 害

大月市 賑岡町 強瀬地内

ポンプ施設復旧一般図

1 ／ 4

平面図 S=1:20

既設受水槽
（ＲＣ造）

立面図 S=1:20

断面図 S=1:20

有効容量
Ｖ＝5.0ｍ

3

ポンプ小屋
2,200×2,500×2,100

ポンプ施設復旧一般図

ステンレス製立形多段ポンプ
吐出量:70l/min，全揚程:130m

丸山公園貯水槽へ 送水管40A
(凍結防止用アラミドがい装ポリエチレン管)

丸山公園貯水槽へ 送水管40A
(凍結防止用アラミドがい装ポリエチレン管)

丸山公園貯水槽へ 送水管40A
(凍結防止用アラミドがい装ポリエチレン管)
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ポンプ本体詳細図
エバラＥＶＭＳ型ステンレス製立形多段ポンプ S=1:6

測 量 者
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工事箇所
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測 量 年 月 日 枚 数

縮 尺

図面番号

成

平

工事設計図

1

1：6

（ 都 市 公 園 ） 岩 殿 山 公 園 災 害

大月市 賑岡町 強瀬地内

ポンプ本体詳細図

（機名：２５ＥＶＭＳ３２５３．０）

平面図

側面図 吸込側側面図吐出側側面図

機 名

吐 出 量

全 揚 程

同期速度

出 力

２５ＥＶＭＳ３２５３．０

７０ ℓ／min

１３０ ｍ

３０００ min
－１

３ kＷ
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ポンプ小屋詳細図
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工事設計図

1

図示

（ 都 市 公 園 ） 岩 殿 山 公 園 災 害

大月市 賑岡町 強瀬地内

ポンプ小屋詳細図
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